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　香りが高く強い粘りが特徴の『階上早生階上そば』。2018年に生誕100年を迎えた県内唯一の奨励品種「階上早生」は寒さに強
く、ヤマセの影響で冷涼な階上の大地にも根付き、凶作や飢饉から多くの人を救ってきました。
　栽培から調理まで一貫してこだわった風味豊かな新そばは、10月中頃から町内の観光施設で味わうことができます。



２

令和３年度決算等を審議した定期総会

　

定
期
総
会
は
、
八
月
三
日
か
ら

の
大
雨
に
よ
る
町
村
の
被
害
状
況

が
広
範
か
つ
甚
大
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
開
催
日
を
延
期
し
開
催
し
た

も
の
で
あ
り
、
町
村
長
ら
二
十
九

人
が
出
席
し
た
。
は
じ
め
に
船
橋

会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、「
今

般
の
災
害
は
、
県
内
の
多
く
の
町

村
で
家
屋
の
浸
水
を
は
じ
め
、
出

来
秋
を
前
に
し
た
農
作
物
へ
の
被

害
、
農
地
、
農
業
用
施
設
、
公
共

土
木
施
設
へ
の
被
害
な
ど
広
範
に

わ
た
っ
た
。
本
会
で
は
去
る
八
月

二
十
五
日
、
県
に
六
項
目
の
緊
急

要
望
を
行
っ
た
。
知
事
か
ら
は

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
対
応
し
て

い
く
と
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
後
、

県
で
は
担
当
大
臣
の
本
県
へ
の
現

地
視
察
や
、
国
土
交
通
省
・
総
務

省
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
へ
の
要
望
な

ど
の
場
を
通
じ
て
本
会
の
要
望
内

容
を
強
く
伝
え
て
い
た
だ

い
た
と
承
知
し
て
い
る
。

今
後
と
も
私
ど
も
三
十
町

村
が
直
面
す
る
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
、
少
し

で
も
後
押
し
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
展
開
し
て
い

く
。」
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
船
橋
会
長

が
議
長
と
な
っ
て
議
事
に

入
り
、
欠
員
と
な
っ
て
い

た
監
事
の
選
任
を
行
い
、

畑
中
東
通
村
長
に
決
定
し

た
。
ま
た
、
令
和
三
年
度

会
務
報
告
や
収
支
決
算
な

ど
議
案
四
件
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

総
会
閉
会
後
、
県
総
務
部
市
町

村
課
の
星
課
長
か
ら
九
月
十
二
日

に
総
務
省
に
対
し
て
八
月
の
大
雨

災
害
に
係
る
特
別
交
付
税
の
要
望

を
実
施
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
報

告
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

促
進
及
び
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

対
応
に
つ
い
て
協
力
依
頼
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
県
市
町
村
税
滞
納
整

理
機
構
の
川
崎
機
構
長
か
ら
機
構

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

総
会
の
議
事
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

○
議
案
第
一
号　

令
和
三
年
度
青

森
県
町
村
会
会
務
報
告
＝

①
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
や
制
約

の
中
に
お
い
て
も
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
は
じ
め
、
地
方
創
生

　

本
会
は
九
月
二
十
六
日
、

青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森
で
第

二
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

令
和
三
年
度
本
会
会
務
報
告
、

収
入
支
出
決
算
な
ど
を
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

船橋会長があいさつ

監事に就任した畑中東通村長

本
会
定
期
総
会
を
開
催

本
会
定
期
総
会
を
開
催

監
事
に
畑
中
東
通
村
長
を
選
任

監
事
に
畑
中
東
通
村
長
を
選
任



３

　

本
会
は
、
定
期
総
会
に
先
立
つ

七
月
二
十
九
日
、
青
森
市
の
県
共

同
ビ
ル
で
第
二
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
船
橋
会
長
を
は

じ
め
役
員
町
村
長
九
人
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
三
年
度
本

会
会
務
報
告
、
一
般
会
計
収
支
決

算
の
認
定
な
ど
議
案
四
件
の
審
議

と
、
第
二
回
定
期
総
会
次
第
案
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

会
務
報
告
及
び
収
支
決
算
等
は
、

定
期
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
し

た
。

議　

案

○
議
案
第
一
号　

令
和
三
年
度
本

会
会
務
報
告
に
つ
い
て
同
意
を
求

め
る
の
件

○
議
案
第
二
号　

令
和
三
年
度
本

会
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

○
議
案
第
三
号　

令
和
三
年
度
本

会
公
有
物
件
共
済
事
業
等
特
別
会

計
収
入
支
出
決
算
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
の
件

○
議
案
第
四
号　

令
和
四
年
度
本

会
一
般
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第

一
号
）
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

監
事
の
選
任
に

つ
い
て

〇
協
議
事
項
二　

令
和
四
年
第
二

回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会
次
第

案
に
つ
い
て

〇
協
議
事
項
三　

令
和
四
年
度
町

村
長
行
政
調
査
研
修
案
に
つ
い
て

三
年
度
の
決
算
を
認
定

生
協
支
部
委
員
会

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

県
支
部
は
、
本
会
理
事
会
終
了
後
、

第
二
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
同
支
部
の
令
和

三
年
度
収
支
決
算
な
ど
議
案
二
件

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
し
た
。

議　

案

○
議
案
第
一
号　

令
和
三
年
度
全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
青
森

県
支
部
会
計
収
入
支
出
決
算
に
つ

い
て
認
定
を
求
め
る
の
件

○
議
案
第
二
号　

令
和
四
年
度
全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
青
森

県
支
部
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第

一
号
）
案

定
期
総
会
提
案
事
項

等
を
決
定

第
二
回
理
事
会
を
開
催

の
推
進
や
町
村
財
政
基
盤
の
確
立

な
ど
、
町
村
が
抱
え
る
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
県
、
全
国
町
村

会
及
び
関
係
団
体
と
の
緊
密
な
連

携
の
う
え
、
積
極
的
に
実
施
し
た
。

②
提
言
・
要
望
に
関
し
て
、
県
、

市
長
会
と
合
同
で
令
和
四
年
度
重

点
施
策
提
案
に
つ
い
て
国
会
議
員

に
説
明
し
、
総
務
省
な
ど
関
係
省

庁
等
へ
提
案
書
を
提
出
し
た
。
ま

た
、市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）

に
お
い
て
県
政
に
対
す
る
提
言
書

を
提
出
し
た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及
び
米
の

価
格
下
落
等
に
関
す
る
要
望
活
動

を
行
っ
た
。

③
政
務
調
査
委
員
会
に
関
し
て
、

町
村
財
政
の
安
定
等
の
た
め
の
負

担
金
等
委
員
会
は
、
法
令
外
四
十

四
団
体
の
負
担
金
、
寄
付
金
等
を

協
議
・
決
定
し
た
。

④
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
の
助
成

に
関
し
て
、
本
県
町
村
の
魅
力
を

よ
り
一
層
高
め
全
国
に
発
信
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
止
し
、
町
村
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
関
連
す
る
対
策
事
業
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

（
公
財
）
青
森
県
市
町
村
振
興
協

会
の
助
成
を
受
け
、
町
村
が
実
施

す
る
事
業
に
対
し
助
成
金
を
交
付

し
支
援
し
た
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
続
く
中
、
町
村
経
済
活

性
化
の
た
め
令
和
二
年
度
か
ら
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
、
大

雨
災
害
で
特
に
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
風
間
浦
村
へ
の
流
動
の
き
っ

か
け
づ
く
り
や
食
材
の
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
る
た
め
「D

iscover 
M
y A
om
ori 

風
間
浦
村
応
援
！

ま
る
ご
と
弁
当
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
た
。

⑥
町
村
長
の
健
康
管
理
の
一
環
と

し
て
、
例
年
通
り
総
合
健
診
を
実

施
し
た
ほ
か
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
を

受
診
し
た
町
村
長
に
対
し
て
助
成

金
を
交
付
す
る
町
村
長
脳
ド
ッ
ク

助
成
制
度
を
実
施
し
た
。

⑦
本
会
事
業
運
営
の
基
盤
で
あ
る

各
種
共
済
事
業
の
推
進
や
、
自
治

功
労
者
表
彰
の
実
施
、
各
種
研
修
、

町
村
職
員
採
用
試
験
、
広
報
活
動

な
ど
を
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実

施
し
た
ほ
か
、
本
会
に
事
務
局
を

置
く
各
団
体
も
含
め
て
、
積
極
的

な
協
力
・
協
調
体
制
で
事
業
を
実

施
し
た
。（
事
項
別
概
要
略
）

○
議
案
第
二
号　

令
和
三
年
度
一

般
会
計
決
算
の
概
要
は
、
収
入
済

総
額
二
億
三
千
六
百
五
十
六
万
六

百
二
十
四
円
、
支
出
済
総
額
二
億

百
六
十
六
万
七
千
四
百
八
十
七
円

で
、
差
引
き
三
千
四
百
八
十
九
万

三
千
百
三
十
七
円
の
残
額
を
生
じ
、

こ
の
う
ち
財
政
調
整
基
金
規
定
第

二
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

千
七
百
五
十
万
円
を
基
金
へ
繰
り

入
れ
、
残
額
千
七
百
三
十
九
万
三

千
百
三
十
七
円
を
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
第
三
号　

令
和
三
年
度
特

別
会
計
決
算
の
概
要
は
、
収
入
済

総
額
四
千
六
百
八
十
九
万
五
千
五

百
九
十
八
円
、
支
出
済
総
額
三
千

二
百
三
十
一
万
五
百
二
十
二
円
で
、

差
引
利
益
千
二
十
六
万
八
千
七
十

六
円
に
よ
り
純
資
産
千
四
百
四
十

三
万
六
千
八
百
七
十
四
円
と
な
り
、

一
般
会
計
に
一
千
万
円
を
繰
り
出

す
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
第
四
号　

令
和
四
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
補
正
予
算

（
補
正
第
一
号
案
＝
収
入
支
出
予

算
の
総
額
に
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ

二
千
万
円
を
増
額
し
、
収
入
支
出

予
算
の
総
額
を
収
入
支
出
そ
れ
ぞ

れ
二
億
六
千
四
百
二
十
一
万
四
千

円
と
す
る
。



４

　

本
会
か
ら
は
船
橋
会

長
、
濱
舘
副
会
長
、
平

田
総
務
厚
生
委
員
長
、

鈴
木
産
業
経
済
委
員
長
、

平
田
鰺
ヶ
沢
町
長
が
出

席
し
、
県
か
ら
は
三
村

知
事
、
青
山
副
知
事
、

柏
木
副
知
事
ほ
か
各
関

係
部
局
長
ら
が
出
席
し

た
。

　

要
望
で
は
、
船
橋
会

長
が
三
村
知
事
に
要
望

書
を
手
交
し
、
続
い
て

要
望
内
容
を
説
明
し
た
。

　

船
橋
会
長
は
、「
今

般
の
災
害
で
は
、
各
地

で
記
録
的
な
大
雨
に
見

舞
わ
れ
、
被
害
は
広
範

囲
に
及
ん
で
い
る
。
被

害
が
大
き
か
っ
た
町
村

で
は
被
害
状
況
の
確
認
に
追
わ
れ
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
要
望
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
の
検
討
さ
え
も
手

を
付
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

本
日
の
要
望
は
、
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
の
要
望
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と
前
置

き
を
し
た
う
え
で
、
激
甚
災
害
の

早
期
指
定
や
被
災
市
町
村
へ
の
人

的
支
援
な
ど
六
項
目
の
要
望
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

引
き
続
き
、
出
席
し
た
各
町
村

長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の
被
災
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
、
県
の
理
解

を
求
め
て
訴
え
た
。

　

要
望
を
受
け
、
三
村
知
事
か
ら

は
「
こ
の
た
び
の
災
害
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
方
に
対
し
て
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。
県

と
し
て
も
支
援
策
に
つ
い
て
急
ぎ

検
討
を
進
め
て
い
る
。
今
回
、
国

へ
の
働
き
か
け
や
県
の
支
援
措
置

の
要
望
が
あ
っ
た
。
本
日
い
た
だ

い
た
ご
要
望
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
後
日
関
係
部
局
と

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
要
望
の
う
ち
主
な
も
の
に

回
答
が
あ
っ
た
。

　

本
会
か
ら
の
要
望
は
左
記
の
と

お
り
。

　

全
国
町
村
会
は
七
月
二
十
六
日
、

「
令
和
五
年
度
政
府
予
算
編
成
及

び
施
策
に
関
す
る
要
望
」、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
及
び
経
済
対
策

等
に
関
す
る
要
望
」
及

び
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
再
拡
大
へ
の

対
策
強
化
に
関
す
る
緊

急
要
望
」
の
実
現
方
に

つ
い
て
、
要
請
活
動
を

行
っ
た
。

　

要
請
活
動
は
、
政
府
、

自
民
党
、
総
務
省
、
国

土
交
通
省
、
厚
生
労
働

省
、
農
林
水
産
省
な
ど

に
対
し
四
班
に
分
か
れ

て
実
施
し
、
船
橋
本
会

会
長
も
全
国
町
村
会
の

副
会
長
と
し
て
、
厚
生

労
働
省
で
の
要
請
活
動

に
参
加
し
、
大
島
厚
生
労
働
事
務

次
官
、
伊
原
保
険
局
長
ら
に
面
談

の
う
え
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

大
雨
災
害
に
対
す
る

財
政
支
援
・
復
旧
支
援
を
要
望

県
に
六
項
目
の
緊
急
要
望

大島厚生労働事務次官（中央右）に要望書を提出する本会船橋会長（全
国町村会副会長）

要望書を手交する町村長一行（左から平田鰺ヶ沢町長、鈴木産業経済委員長、船橋会長、
三村知事、濱舘副会長、平田総務厚生委員長）

　

八
月
三
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
、
道
路
や
住
居
、
農
作
物
な
ど
に
甚
大

な
被
害
が
生
じ
た
こ
と
を
受
け
、
八
月
二
十
五
日
、
本
会
は
市
長
会
と
合

同
で
、
県
に
対
し
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

　

本
会
は
、
県
市
長
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
七
月
十
三
日
、
青
森
市

の
ホ
テ
ル
青
森
で
、
人
物
試
験
評

価
者
講
習
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
市
町
村
の
人
事
担
当
管
理
職
員

等
二
十
六
人
。

　

研
修
会
は
本
会
の
原
田
常
務
理

事
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
公

益
財
団
法
人
日
本
人
事
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
事
務
局
参
与
の
武
廣
巌

氏
が
質
問
の
技
法
向
上
や
評
価
の

技
法
把
握
を
主
題
と
し
て
、
面
接

試
験
の
特
徴
や
問
題
点
を
整
理
し
、

公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫

効
果
的
な
面
接
試
験
と
は人

物
試
験
評
価
者
講
習

船橋本会会長が厚労省へ要請活動船橋本会会長が厚労省へ要請活動　全国町村会全国町村会
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８月３日からの大雨による災害に係る緊急要望書

（前文略）

１　激甚災害の早期指定及び特別交付税等による財政措置
　記録的な大雨により、県内町村に甚大な被害が生じていることを踏まえ、公共土木施設、農地、農業用施設、治山施設等の災害復旧
等を円滑かつ早急に行うため、「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づき、今般の一連の災害を早期に激
甚災害に指定していただくよう、国に働きかけをお願いします。
　また、被災町村が早急に復旧・対策事業を行うことができるよう、特別交付税等による財政支援をはじめ必要な支援を行うよう、国
に働きかけをお願いします。

２　被災町村への復旧対応に係る人的支援の強化
　被害が大きかった町村では、未だ被害の全体像を把握しきれていない状況の中、今回の災害復旧への対応は、被災箇所の多さやその
甚大さ、復旧手法に関する知見、技術力のいずれにおいても、人員の限られた町村単独では対応できる範囲を超えている現状にあります。
　このため、迅速な復旧や被災者への生活再建支援のために多くの職種の人材が必要となっておりますので、県からの人的支援を早急
にお願いします。

３　道路、河川など県管理施設の早期復旧及び国管理施設の早期復旧に向けた国への働きかけ
　国道、県道の土砂崩れや崩落による通行止め区間について、国と連携し早期復旧及び開通をお願いします。
　また、国及び県管理の河川の堤防決壊箇所及び法肩崩落箇所の早期復旧を図るとともに、堤防の嵩上げをはじめ災害に強い治水対策
の推進をお願いします。

４　被災生産者の復旧・復興に向けた支援強化及び県独自の支援措置
　被害の大きかったりんご、水稲、大豆をはじめとした農作物等の被災生産者の復旧・復興に向けて、きめ細やかな支援策を講じられ
るよう国に働きかけるとともに、県独自の支援措置についてもご検討をお願いします。
　特に、園地復旧、りんごの樹体洗浄や樹勢回復等に対する助成に加え、転作作物への産地交付金の確実な交付、農業共済金の早期支
払いなどについても、国に働きかけをお願いします。

５　防災・減災対策、国土強靭化の視点からの「改良復旧」の推進
　今回の災害復旧に当たっては、頻発化・激甚化・広域化する自然災害を踏まえ、防災・減災対策、国土強靭化の視点から、原形復旧
のみならず改良復旧を推進するようお願いします。
　特に、河川敷に設置されている管理用通路の嵩上げをはじめ再被災防止策や、河川敷園地の早期買い上げなど抜本的な対策について、
国に働きかけをお願いします。

６　ＪＲ津軽線、五能線の早期復旧に向けた働きかけ
　大雨で一部運休となっているＪＲ津軽線及び五能線は地域の住民生活に密着した移動手段であるとともに、観光資源としても重要な
役割を担っておりますので、一日も早い復旧に向けて関係機関に働きかけをお願いします。

や
、
質
問
を
展
開
す
る
方
法
、
質

問
禁
止
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

説
明
後
、
受
講
者
を
三
名
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
面
接
官
役
、

受
験
者
役
、
観
察
者
役
に
割
り

振
っ
て
模
擬
面
接
を
実
施
し
、
グ

ル
ー
プ
で
お
互
い
の
面
接
の
進
め

方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
武
廣
氏
か
ら
面
接
の

場
が
受
験
者
に
と
っ
て
組
織
の
窓

口
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
な
ど
、

面
接
者
の
心
構
え
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
面
接
の

基
礎
知
識
や
目
的
、
具
体
例
な
ど

を
交
え
て
の
講
義
で
あ
り
、
非
常

に
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」
な
ど

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
例
年
、
本
会
、

県
市
長
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
市

町
村
の
広
報
広
聴
担
当
職
員
と
し

て
の
知
識
及
び
技
術
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
県
市
町
村
広

報
広
聴
担
当
者
研
修
会
を
開
催
し

て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
七
月
二
十
六
日
、

青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
し
、

出
席
者
は
市
町
村
の
広
報
広
聴
担

当
者
四
十
二
人
。

　

研
修
に
先
立
ち
、
令
和
四
年
県

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
行
い
、

各
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

団
体
に
対
し
表
彰
状
を
授
与
し
た
。

　

研
修
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
平
本
久
美
子
氏

が
「
パ
ッ
と
伝
わ
る
広
報
紙
に
！

や
っ
て
は
い
け
な
い
デ
ザ
イ
ン
講

座
」
と
題
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講

演
し
た
。

　

平
本
氏
は
奈
良
県
生
駒
市
で
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
お
り
、

そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
広
報
紙

面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
気
を

付
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
講

義
を
行
っ
た
。

「
パ
ッ
と
伝
わ
る

広
報
紙
」
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
学
ぶ

広
報
広
聴
担
当
者
研
修
会

レ
イ
ア
ウ
ト
を
学
ぶ

広
報
広
聴
担
当
者
研
修
会

広
報
広
聴
担
当
者
研
修
会
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和４年９月30日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ３ Ｒ５.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 ２ Ｒ８. 7.23
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 ２ Ｒ７. 4.23
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ３ Ｒ７.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 ２ Ｒ７.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ４ Ｒ６.12.20 佐　　藤　　洋　　一

中郡 西 目 屋 村 桑　　田　　豊　　昭 S32. 1.11 １ Ｒ７. 2.20

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ３ Ｒ５.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ４ Ｒ８. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ５ Ｒ６.11.17 金　　枝　　尚　　明

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 ２ Ｒ５. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ３ Ｒ８. 8.20
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 ２ Ｒ７. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 １ Ｒ５.10.26 江 刺 家　　和　　夫
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ５ Ｒ７. 4.23 高　　坂　　信　　一
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ８ Ｒ６. 1.27 下　　田　　正　　幸
横 浜 町 石　　橋　　勝　　大 S16. 9.27 １ Ｒ６.12.11
東 北 町 長 久 保　　耕　　治 S47.11.14 １ Ｒ７. 4.23 沼　　尾　　啓　　吉
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ３ Ｒ８. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ３ Ｒ８. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 野　　﨑　　尚　　文 S30.11.17 １ Ｒ７. 1.18
東 通 村 畑　　中　　稔　　朗 S37. 7.14 １ Ｒ７. 4.12
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 ２ Ｒ７. 2.18
佐 井 村 太　　田　　直　　樹 S50. 7.14 １ Ｒ８. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 ２ Ｒ６.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 １ Ｒ５. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ３ Ｒ６. 1.14 福　　田　　博　　実
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ７ Ｒ８. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 荒　　谷　　憲　　輝 S45. 4.24 １ Ｒ７.12.23 澤　　田　　　　　充
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 ２ Ｒ７. 5.28 横　　田　　堅　　悦

　

前
町
長
の
辞
職
に
伴
う
今
別
町

長
選
挙
は
、
七
月
二
十
四
日
、
投

開
票
が
行
わ
れ
、
元
職
の
阿
部
義

治
氏
（
72
）
が
再
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

〈
略
歴
〉
町
副
町
長
、
町
助
役

　

任
期
満
了
に
伴
う
鶴
田
町
長
選

挙
は
、
八
月
七
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
現
職
の
相
川
正
光
氏

（
68
）
が
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
県
議
会
副
議
長
、
町
収

入
役

今
別
町
長

阿あ

部べ

義よ
し

治は
る　

氏

鶴
田
町
長

相あ
い

川か
わ

正ま
さ

光み
つ　

氏

町
村
長
選
挙
結
果

町村一押しの魅力を
情報発信
県内地元紙で
「食」「観光」などＰＲ

　

本
会
で
は
、
県
内
で
の
周
遊
と
消
費
（
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
促
進
を
目
指
し
、
各
町
村
の

魅
力
を
広
く
伝
え
る
特
集
紙
面
「D

iscover M
y 

A
om
ori

30
町
村
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。」
を

県
内
地
元
三
紙
に
掲
載
し
た
。

　

各
町
村
一
押
し
の
「
食
」、「
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」、

直
近
の
「
話
題
」
の
三
点
を
紹
介
し
て
お
り
、
八

月
二
十
七
日
付
朝
刊
に
同
日
一
斉
掲
載
し
た
。【
本

紙
八
、九
ペ
ー
ジ
掲
載
】
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令和４年度全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表
月　　日 時間 大会 ・ 会議等 会　　場 主　催　者

10月19日（水） 12：00 半島振興対策促進大会 ＪＡ共済ビル
カンファレンスホール 全国半島振興市町村協議会　他

11月２日（水） 13：00 都市基盤整備事業推進大会 砂防会館　別館

全国街路事業促進協議会
全国土地区画整理事業推進協議会
都市再開発促進協議会
全国連続立体交差事業促進協議会

11月９日（水） 12：00 第66回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 全国町村議会議長会

11月９日（水） 13：00 安全・安心の道づくりを求める全国大会 砂防会館　別館

全国道路利用者会議
道路整備促進期成同盟会全国協議会
全国高速道路建設協議会
全国街路事業促進協議会

11月15日（火） 11：10 全国治水砂防促進大会 砂防会館　別館 全国治水砂防協会

11月15日（火） 13：00 全国過疎地域連盟第53回定期総会 日本教育会館 全国過疎地域連盟

11月15日（火） 14：00 ダム・発電関係市町村全国協議会理事会
兼定例総会 全国町村会館 ダム・発電関係市町村全国協議会

11月16日（水） 13：30 治水事業促進全国大会 砂防会館　別館 全国治水期成同盟会連合会

11月16日（水） 13：30 全国町村会　正副会長会 全国町村会館 全国町村会

11月16日（水） 14：30 全国町村会　理事会（都道府県町村会長会議）全国町村会館 全国町村会

11月16日（水） 18：00 県選出国会議員との懇談会 ホテルニューオータニ 青森県町村会

11月17日（木） ９：00 全国離島振興協議会正副会長・理事要望活動 全国町村会館 全国離島振興協議会

11月17日（木） 12：00 全国町村長大会 ホテルニューオータニ 全国町村会（行政部）

11月17日（木） 15：30 北東北三県町村長中央研修会 ホテルニューオータニ 青森県町村会

11月17日（木） 17：15 北東北三県町村長中央交流会 ホテルニューオータニ 青森県町村会

11月18日（金） 10：00 水産業振興・漁村活性化推進大会、定期総会 全国町村会館 全国市町村水産業振興対策協議会

11月18日（金） 10：30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 全国山村振興連盟

11月18日（金） 13：00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 （公財）日本環境整備
教育センター 全国浄化槽推進市町村協議会

11月18日（金） 13：00 国保制度改善強化全国大会 砂防会館　別館 国民健康保険中央会

11月18日（金） 13：30 全国観光地所在町村協議会理事会、総会 全国町村会館 全国観光地所在町村協議会

11月22日（火） 10：00 第67回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館　別館 全国簡易水道協議会



８



９
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町 村 ト ピ ッ ク ス

日
本
一
の
ホ
タ
テ
料
理
専
門

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ホ
タ
テ
一
番
」

　“食”がテーマの施設ひらないまる
ごとグルメ館内にある「ホタテ一番」
では、全メニュー 10品にホタテを使
用したこだわりの創作料理が楽しめま
す。
　ホタテの美味しさをフルコースで味
わえる新・ご当地グルメ「平内ホタテ
活御膳」、８種類のお寿司が堪能でき
る「ホタテの鉄板ステーキ付き寿司御
膳」など、ぜひ一度ご賞味ください。 東津軽郡

い
ま
ち

な
い

ひ
ら
な
い
平
内
町

地区はおいしい栗の隠れた名産地。
　栗焼酎「滝吉」はそこで採れた無農
薬の栗を40％以上も使用しています！
　焼酎が苦手な方にもおすすめでき
る、やさしくてまろやかな味わいです。
　価格は１本2,700円（税込）、海の駅
わんど内シーポッポで販売中です。ぜ
ひご賞味ください。

西津軽郡

さ
わ
ま
ち

が
さ

あ
じ
が
さ鰺
ヶ
沢
町
　

栗
焼
酎
「
滝
吉
」
販
売

問い合わせ先　海の駅わんど・シーポッポ
　　　　　　　TEL 0173-72-6661

問い合わせ先　板柳町ふるさとセンター
　　　　　　　TEL 0172-72-1500

問い合わせ先　二ツ森貝塚館
TEL 0176-68-2612

問い合わせ先　平内町役場　水産商工観光課
　　　　　　　TEL 017-755-2118

　「学んで、遊んで、泊まれる」がコ
ンセプトの板柳町ふるさとセンター
は、総ヒバ造りの温泉が楽しめるコ
テージや、りんごを使った草木染・陶
芸・樹皮工芸・お菓子作りを体験でき
る工房のほか、温泉大浴場や足湯、遊
具、農産物直売所などの施設がありま
す。10月にはりんごもぎとり体験もご
ざいます。ぜひ皆さまのお越しをお待
ちしております。 北津軽郡

な
ぎ
ま
ち

や
な
ぎ

い
た
や
な板
柳
町

学
ん
で
、
遊
ん
で
、

泊
ま
れ
る
り
ん
ご
の
里

二
ツ
森
貝
塚
を
よ
り
身
近
に

二
ツ
森
貝
塚
館

上北郡

へ
ま
ち

の
へ

し
ち
の
へ七
戸
町

　世界遺産「北海道・北東北の縄文遺
跡群」の構成資産「二ツ森貝塚」のガ
イダンス施設である二ツ森貝塚館は、
「二ツ森貝塚の人々のくらし」をテー
マに展示を行っています。
　昨年から、まが玉づくりやプラ板ス
トラップづくりなどの体験活動を始め
ました。ご来館の際は展示の観覧と体
験をセットで楽しんではいかがでしょ
うか。また、10月23日（日）には二ツ
森貝塚ふれあいまつりを開催します。
当日限定の体験活動や展示を行います
ので、ぜひお越しください。
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　菜の花フェスティバルが開催される
５月には、町内の菜の花畑には鮮やか
な黄色が広がります。フェスティバル
は、菜の花畑に囲まれた会場で出店や
菜の花迷路など、大人も子供も楽しめ
る内容となっています。
　写真はフェスティバルと同時期に開
催している「菜の花フォトコンテスト」
入賞作品の１枚です。

上北郡

ま
ま
ち

ま
ま

よ
こ
は
ま横

浜
町

春
を
知
ら
せ
る横

浜
町
の
菜
の
花 問い合わせ先　横浜町役場　企画財政課

　　　　　　　TEL 0175-78-2111

　津軽海峡を見下ろす高台の温泉施設。昼は津
軽海峡を隔て北海道が一望でき、夜は漁り火を
間近に眺められる景色の良さは最高。食堂があ
り、入浴後はゆっくりできる休憩スペースがあ
ります。

【営業時間】
午前11時30分～午後８時00分

（最終受付：午後７時30分）
※露天風呂は冬期間（12月～３月）は休業します。

【食堂営業時間】
昼の部
午前11時30分～午後２時00分（L.O.午後1時45分）
夜の部
午後５時00分～午後７時30分（L.O.午後7時15分）

【定休日】
毎週水曜日（祝・祭日の場合は翌日）

下北郡

う
ら
む
ら

う
ら

か
ざ
ま
う風

間
浦
村

桑
畑
温
泉
湯
ん
湯
ん
♪

　９月、10月の毎週日曜日に開催され
る「日曜日はマグロだday」では、マ
グロの解体ショーが行われています。
　観光客の方々で賑わいを見せるイベ
ントで、大間マグロの解体ショーを生
で見ることができます。
　また、マグロの販売やマグロ丼、定
食など、会場内で食べることができま
す。
※現在は、新型コロナウイルス感染防
止のため、開催されない場合がござ
ます。

下北郡

ま
ち
ま
ち

お
お
ま
ま大

間
町

大
間
マ
グ
ロ
の
解
体
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
と
即
売
会

問い合わせ先　日曜日はマグロだday実行委員会
　　　　　　　TEL 0175-37-4334

問い合わせ先　風間浦村役場　企画政策課
　　　　　　　TEL 0175-35-2111

問い合わせ先　ごのへ郷土館
　　　　　　　TEL 0178-62-5965

　DC351は十勝沖地震の影響で廃線と
なった旧南部鉄道で活躍し、今日では
唯一現存する機関車両です。
　長らく京都府の加悦SL広場で大切
に展示保管されてきましたが、この度、
皆様からの寄付やクラウドファンディ
ングによる熱い応援を受け、55年ぶり
に五戸町に帰ってきました。
　現在は「ごのへ郷土館」に設置され
ています。ジオラマ模型や文化財の展
示の他、カフェコーナーもありますの
で、ぜひお越しください。

三戸郡

ま
ち
ま
ち

ご
の
へ
ま五

戸
町

旧
南
部
鉄
道
Ｄ
Ｃ
３
５
１
機
関
車

55
年
ぶ
り
の
里
帰
り

か や
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青森県町村会　業務共済課［共済事業］
電話：０１７－７２３－１３３１

制度内容・申込手続きに関するお問合せ先

約18.7%任意生命保険
団体定期保険 約14.8%任意医療保険

総合医療保険（団体型）

継続入院（１泊２日以上）・手術等を、現職中から退職後まで幅広く保障する制度です。

３ 掛金には団体保険として
の割引が適用されます。 ４ １年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、

配当金をお受け取りになれます。
※脱退され、保険期間の中途で保障終了と
　なられた方は配当金をお受取りになれません。

退職後のお取扱いについて

退職者継続加入制度 職員とその配偶者の方は、退職後も、現職中と同様の保障が得られます！

最長年齢75歳６カ月まで更新可能
任意生命保険 死亡・所定の高度障がい状態を保障します。

最長年齢75歳６カ月まで更新可能
任意医療保険 １泊２日以上の継続入院・手術等を保障します。

現職中の加入年数を問わず、移行することができます。
〔任意生命保険あるいは任意医療保険に、令和４年12月末日まで継続加入される方が対象です。〕

保険金額・入院給付金日額は、退職直前に加入していた金額以下で
選ぶことができます。
退職者継続加入制度への移行時およびその後の更新時に、新規に任意生命保険および任意医療保険に加入すること
や、保険金額・入院給付金日額を増額することはできません。（減額・脱退は可能です。）

移行対象者は、職員とその配偶者となります。
こどもは、退職者継続加入制度の対象とはなりません。
　令和４年１月１日以降に加入団体を退職後、令和４年12月31日まで任意生命保険あるいは任意医療保険に引続き
　加入中である退職者とその配偶者が対象です。

掛金のお払込みは年払となります。

３

４

１

２

※１　年間払込掛金に対する配当金の割合です。
※２　左記は令和３年度（＊）の配当実績に基づ

くものであり、
　　　将来のお受取りをお約束するものではあり

ません。

（＊）保険期間：令和３年１月１日～令和３年12月31日

昨年度の
配当還元率※１
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任意共済のご案内
町村等職員のみなさまへ 令和５年度

制度の

しくみ

特  徴
と

任意生命保険・任意医療保険は、みなさまの死亡・所定の高度障がい状態・

１ ライフイベントの変化に合わせて、
毎年保障額の見直しができます。
※ただし、健康状態等によっては保障額を
　増額できない場合があります。

２ 医師の診査ではなく、健康状態等の
告知によるお申込み手続きです。
※告知に関しては、「正しく告知いただくために」
　をご覧ください。

更新 更新 更新

●職員とその配偶者様・お子様まで、万一の場合の安心をサポートいたします。

●このようなときに、保険金をお支払いします。

　任意生命保険 死亡・所定の高度障がい状態を保障します。

　任意医療保険 １泊２日以上の継続入院・手術等を保障します。

▼ご加入　～保険期間１年～

更新 更新 更新

更新 更新 更新

▼ご加入　保険期間：１年

▼ご加入　保険期間：１年

■保険期間中に、死亡された場合
■保険期間中に、加入日以後の病気やケガによって、所定の高度障がい状態になられた場合

職　員 3,000万円～200万円 年齢65歳6カ月まで
年齢65歳6カ月まで
年齢22歳6カ月まで

1,000万円～200万円
400万円あるいは200万円

申込保険金額 新規加入・増額

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続して加入いただ
くことができます。

更新日付にて、加入保険金額を増
額（または減額）することができます。

●職員とその配偶者様・お子様が加入いただくことができます。

●保険期間中のケガや病気等による「入院」「手術」等に対する保障を確保できます。

職員 12,000円～5,000円
入院療養給付金：
入院給付金日額×５

手術給付金：
・１泊２日以上継続した
　入院中に受けられた
　対象手術につき
　入院給付金日額×20
・放射線治療は、
　入院給付金日額×10
・外来・日帰り手術は、
　入院給付金日額×５

10,000円～3,000円

5,000円あるいは3,000円

年齢65歳6カ月
まで

年齢65歳6カ月
まで

年齢22歳6カ月
まで

申込入院給付金日額 新規加入・増額給付金の計算方法

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続して加入いただ
くことができます。

更新日付にて、入院給付金日額を
増額（または減額）することができ
ます。

現　職　中新型
コロナウイル

ス
感染症
についても
対応！

新型
コロナウイル

ス
感染症
についても
対応！
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随 想
第55話

荒
あら

谷
や

憲
のり

輝
あき

プロフィール
町議会議員。
現在１期目、52歳。

階上町長

　

階
上
町
は
、
県
内
の
最
東
南
端

に
位
置
し
、
東
に
は
約
五
・
五
㎞

に
わ
た
る
風
光
明
媚
な
階
上
海
岸

を
、
南
に
は
四
季
折
々
さ
ま
ざ
ま

な
表
情
を
見
せ
る
標
高
七
三
九
・

六
ｍ
の
階
上
岳
を
有
し
て
お
り
、

県
内
で
は
ど
こ
よ
り
も
早
く
朝
日

が
昇
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

　

太
平
洋
を
望
む
階
上
海
岸
は
、

町
民
か
ら
は
「
ハ
マ
（
浜
）」
と

呼
ば
れ
、
階
上
岳
は
、
牛
が
寝
そ

べ
っ
て
い
る
よ
う
な
山
容
の
た
め
、

「
臥
牛
山
（
が
ぎ
ゅ
う
ざ
ん
）」
の

愛
称
で
町
内
外
の
方
々
か
ら
親
し

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
県
内
で

唯
一
の
そ
ば
の
奨
励
品
種
「
階
上

早
生
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組

ん
で
き
て
お
り
、
平
成
二
十
年
に

「
階
上
早
生
階
上
そ
ば
」
を
商
標

登
録
。
同
年
に
は
、
素
人
そ
ば
打

ち
段
位
認
定
大
会
を
行
い
、
平
成

三
十
年
に
は
階
上
早
生
が
生
誕
百

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

東
北
で
二
か
所
目
と
な
る
三
段
位

認
定
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
更
な
る
品
質
と
知
名
度

の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
階
上
海
岸
で
は
、
ウ
ニ
、

ア
ワ
ビ
を
は
じ
め
新
鮮
な
魚
介
類

を
採
捕
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
豊
か
な
海
の
恩
恵
を
我
々
町
民

は
享
受
し
、
当
町
を
代
表
す
る
郷

土
料
理
「
い
ち
ご
煮
」
の
里
と
し

て
浸
透
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の

東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
度
五
強

の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、
最
大
で
一

〇
・
七
三
ｍ
の
巨
大
津
波
を
観
測

し
、
住
宅
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
公

共
施
設
な
ど
に
加
え
、
基
幹
産
業

で
あ
る
漁
業
に
も
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
浜
手
地
区
で
生
ま
れ

育
ち
、
漁
業
協
同
組
合
員
と
し
て

活
動
し
て
き
た
た
め
、当
時
の「
ハ

マ
」
の
惨
状
に
愕
然
と
し
、
そ
の

光
景
は
今
も
な
お
鮮
明
に
記
憶
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
地
震
発

生
時
に
は
津
波
を
予
測
し
、
迅
速

に
避
難
す
る
と
い
う
先
人
達
の
教

え
や
地
域
防
災
の
取
組
に
よ
り
、

人
的
被
害
を
免
れ
た
こ
と
は
せ
め

て
も
の
救
い
で
あ
り
、
改
め
て
各

種
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
の

取
組
の
重
要
性
を
強
く
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
然
は
日
々
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
時
に

は
厳
し
さ
を
我
々
に
教
え
、
困
難

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
人
の
強
さ

や
、
人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
に

つ
い
て
も
、
改
め
て
教
え
て
く
れ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

行
政
、
町
民
ら
に
よ
り
協
働
で

懸
命
な
復
旧
・
復
興
が
進
め
ら
れ

る
中
、
平
成
二
十
五
年
五
月
に
、

三
陸
地
域
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」
が

誕
生
し
、
階
上
岳
・
階
上
海
岸
も

そ
の
指
定
を
受
け
、こ
れ
ま
で「
階

上
岳
・
階
上
海
岸
一
斉
清
掃
大
作

戦
」
と
銘
打
っ
た
清
掃
活
動
を
毎

年
行
う
な
ど
、
町
民
自
ら
が
全
国

に
誇
れ
る
美
し
い
自
然
環
境
の
保

全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
九
月
に

は
、「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
が
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ
、

同
年
十
一
月
に
は
、
八
戸
市
蕪
島

か
ら
福
島
県
相
馬
市
ま
で
の
国
内

最
長
の
長
距
離
自
然
歩
道
「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
構
想
が
で

き
、
階
上
岳
・
階
上
海
岸
の
知
名

度
が
一
気
に
高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
ら
に
は
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
平
成
三
十
年
五
月
に

「
は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る
で
ぃ

〜
ば
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
町
の
旬

の
魚
介
類
を
提
供
す
る
な
ど
、「
ハ

マ
」
の
活
性
化
に
大
い
に
寄
与
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

階
上
岳
と
階
上
海
岸
は
、
い
つ

も
私
の
生
活
の
中
に
あ
り
ま
す
。

時
に
は
激
し
く
、
時
に
は
穏
や
か

に
波
を
打
つ
階
上
海
岸
、
ど
ん
な

時
も
動
ず
る
こ
と
な
く
悠
然
と
構

え
る
階
上
岳
、
そ
れ
は
ま
る
で
父

と
母
が
子
を
見
守
る
よ
う
に
い
つ

も
私
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、幼
い
こ
ろ
か
ら
親
に「
人

は
地
域
に
育
て
ら
れ
、
地
域
は
人

が
育
て
る
」
と
教
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
こ
う
し
て
町
長
と
し
て

の
職
を
務
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の

言
葉
を
改
め
て
肝
に
銘
じ
、
歴
史

に
学
び
感
謝
を
忘
れ
ず
、
希
望
を

抱
き
未
来
を
見
据
え
、
責
任
を

持
っ
て
今
に
努
め
、「
山
」
と
「
ハ

マ
」
を
最
大
限
に
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
様
も
、
こ
の
自
然
豊

か
で
心
温
ま
る
階
上
町
に
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

人
は
地
域
に
育
て
ら
れ
、

地
域
は
人
が
育
て
る

はしかみハマの駅あるでぃ～ば
来場者100万人達成
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